
【実態調査の結果 6月 と9月の比較】

各観点ごとに大きな伸びではないが確実にポイントを

仲ばしている。特に表現力では3ポ イントの伸びが見ら

れる。これは、授業における教師の発間の工夫により、

児童ひとりひとりが思考し表現することの喜びや楽しさ

を感じてきているからであると考える。
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6月 実施 9月 実施 増 減

A興 味 ・関心 80。 3 81.3 1.0増

B思  考  力 7 1 . 5 73.3 1.8増

C表  現  力 67.8 70.6 2.8増

D関 わり合い 73.1 73.5 0。4増

口 6月実施  口 9月実施

お わ  り  に

本校は、平成 21年 度と22年 度の2年 間にわたり、戸田市教育委員会の研究委嘱を受け 「国語」の

研究を続けてまいりました。

研究主題は、「個が輝きともに学び合う児童の育成」とし、
一伝え合う力を高め、表現力、思考力を

育む―を副題として各学年、低 。中 ・高ブロック、研究 2部会 (教材開発部、環境 。調査部)に 分かれ

て研究を進めております。今回は、研究二年目のくぎりとして、低 。中 ・高ブロックが研究授業を行い、

ここに、発表させていただきました。

『校内研修年間活動』一覧表にありますように、年間 37枠 の研修を位置づけ、研究授業や提案型模

擬授業、カンファレンス等をとおして、研究仮説に基づく研究を進め、問題点の解決や工夫改善に努め

てまいりました。しかしながら、本研究はまだ緒についたばかりであり残された課題も多く、未解決な

内容につきましても今後の課題としてまとめさせていただきました。

この紀要を御覧いただき御指導いただければありがたく存じます。今後の研究に生かしてまいる所存

ですので、よろしく御指導をお願いいたします。

また、本年度の研究にあたりまして、埼玉県立総合教育センター教育課程担当指導主事 塚 越 要 先

生、戸田市立喜沢中学校教頭 飯 田 寛 先生、戸田市教育委員会指導課指導主事 加 藤 貴 嗣先生には

御多用の中、御来校いただき御指導賜りましたことに心より感謝申し上げます。

誠にありがとうございました。
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